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1 まえ がき

　圃場整備事業で は作業性向上の た め，担い 手へ

換地によ る農地の 面的集積を行 うこ とが推奨され

て い る e しか し実際の 換地処分で は
，地権者の 合意

が得 られず集積が実現 しに くい 。 こうした一
般状

況の 中で面的集積を成功させた の が下平地区 で あ

る 。 そ こ で こ の 地区で の 圃場整備推進中の記録を

入手 し
，過程を時系列 で 整理 し面的集積の 促進要因

を摘出する ことを考えた。

E 下平地区 につ い て

1．面的集積の概況

　まず 、 圃場整備事業で実現 された圃場及び耕作

者へ の 面的集積の 状況を示す。

  大区 画区域 （1ha圃場）

38 区画，41．8ha
，
1 区画平均 1．lha

，割込 み人員 2．0 人

  中区 画区域 （0．5ha〜1．Oha圃場）

76 区画，47．7ha
，
1 区画平均 0，6ha

，
割込み人員 1．3 人

  合計 114区画，89．5ha，地区全体比 55．6％

 
一般区画（30a 圃場）は 71．5ha

2．下平地区 の概要

　図 1 に示す ように，本地 区は駒ヶ 根市 の 中央を

流れ る天 竜川の河岸段丘の下 の右岸に開けた位置

に あ り，南 北 約 3．5km ，東 西 約 1．5km に 水田

正50．8ha
，畑 10．2ha がある。昭和 31 年に土地改良

区を設立 し，10a 区画 の 区画整理が実施され た 。 農

家数 ，規模別戸数を農業集落カ ー ドか ら集計 して

表 1
，
表 2 に示 したが 93％が兼業農家 とな っ て い る 。

皿 圃場整備事業の 推進プロ セス

　本地区は 1988年に低コ ス ト化水田農業大区画

ほ場整備事業を導入 した。圃場整備にお ける換地

の 手順 は表 3の ようにほ ぼ一定 した もの で あるが
，

以下では±地改良区に残っ て い る活動記録か らプ

ロ セス の 詳細 を記述す る 。

1 ．事業着手 時点で の 状況

（1）終末処理場建設計画

　駒ヶ 根市市街部か ら排水が下流の 下平地区水

田に流入するた め
，昭和 48 年（1973）下水道の終宋

表 1 専業 ・兼業農家数　　戸

年次 総農家数 専業農家 第 1 種兼業農家 第 2種 兼業農家

90 212 1675 ％ 146．6％ 18285，9％
95 189 136 ．9％ 157．9％ 161852 ％

表 2　経営規模別農家戸数 （販売農家に限定）（戸）
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表 3 換地の 手続き
1．基礎調査

2．農家の 啓蒙普 及

3．換地設計基準の 作成
4．分筆登 記

5，換地原 案の 作成
6．不 換地 ・特別滅 歩および異種目換地の 事前 指定
7．代位登記

8．一時利 用地の 指 定と使用 収益の 停止

9．字界等 の 変更

10．換地 計 画 の 決定

IL換地 処分

12換 地清算 金の 徴収．支払

13換 地

14．登記

2．事業 開始〜換地計画原案策定取 りか か りまで

（1）リ
ーダーシ ッ プを確立す るため の 準備

　この期間 に は事業推進を担当す る側の リーダ
ー

シ ッ プを確立する ため の勉強，内部固めが 行わ

れて い る。そ の 経過を地区担当換地士の メ モ か ら

整理 する と
，
表 4 の よ うに まとめ られ る。

　　衷 4　リーダー
シ ッ プ確立の ための準備

　　　　　　図 1 下平圃場整備地区

処理場用地の 買収 を行う ことが計画された 。 しか

し
，提示 され た買収価格（1万円以下／坪）へ の 不満

か ら不調 に終わ っ た 。 その後，1988 年にな っ て 市
か ら再ほ場整備 事業と合わせ

，用地を捻出す る企

画が出された。そ して
，1988〜1989年にか けて土地

・

提供を募っ た。今回 は買収価格を 3．1 万円／坪と高

く提示 した結果，60 人の地権者か ら申し出があり
，

総計 15ha が確保 され た。こ の 価格は換地処分で の

清算金 3000円ノ坪と比較する とかな り高め で ある。

（1）終 末処理 場 に 関する 協定書の 締結一1988．8．26’

（2）先進地視察
一9．11　千葉県印旛沼土地改良区 （3 回）

（3）勉 強会一1989．4．6
　A 換地関係共通事項

　B 評 価 委 員会 の 進め方

　C 換地 委員会 の 進め 方

（4）評価基準 ・
換地基準作成一4〜6 月

（5｝換地委員鬻習
一4．21，5．8，5．26

（6）換地設 計 基準原 案検 討一6．6
，

6．16
（7）正副委員長 3 名に よる 換地設計基準の 原案作成

（8）換地設 計基準原案 内定一一一6．19
（g）農業用施 設 用地 申 し出一7．3
（10）換地 設計基 準案決定一7．4
　理 事会に 換地 委員会原案の 提示，理事会 にて 原案決定

（2）地元へ の 啓発活動

　リ
ーダ ーシ ッ プを確立する ため あ活動 と平行

して土地改良区は 1988 年暮力〉ら圃場整備を実施

するための 地権者へ の 啓発活動を ス ター トさせ た 。

　啓発を 目的 とする説明会 は
，
1988 年 12 月か ら

198g年 1月にか けて 3 回開催された。1回 目は
，
10a

区画圃場を 30a区画に整備にす る理 由を説明 し，2
回 目は，市 と改良区を交えて

，換地手法の 説明を し

た。3 回 目で は詳細を説明 した e

　説明会開催につ い て は土 日を使い
，
この地方で

実際の耕作者で ある
”

作大将
”

に説明す るな どの 配

．慮を行い
，その 後 ，総会を開催 して いる 。 こ の 経過を

表 5 に示す 。 その結果，圃場整鰆をやろうとい う人 ：ど

っ ちでもいい ：嫌だと言う人 （瞎 拾 は2 ：6：2 となっ た。
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表 5　地元 へ の説得

（1）営農 推進委員会発足

  営農推進委員会発足一1988．11，12
  地 元 説 明会

一11．14−“12．1
  地 元 説 明 会一12，12”’12．16
  地元説明会一1989、2．20〜2．28

（2）通常総 会
一3．19

　圃場整備実施体 制確立に 必要な関連諸 事項議決

（3）合同委員会一4：17

　 　平成元 年度 業務実施計画審議決定

（3）市 の 事業推進協 力

　市会議員 1氏が土地改良事業推進に使命感を持

っ て い た こ と に加え
，下平土地改良区初代理事長

の子息が市長に就任 した。こう した 行政側へ の 情

報提供パ イ プの 成立か ら
，専門能力を持 っ た職員

が市か ら提供された 。 例え ば
，経理 の専門家，測量の

専門家そ して 換地の専 門家の 派遣である。

3．換地計画原案策定準備活動

（1）換地計画原案策定の方針決定

　 上記着手準備の 後，大区画圃場実現の ための 準

備活動 に入 っ た 。 まず現状調査 を徹底的 に行い
，

そ の現状把握をもとに換地方針を構築する ことで

面的集積実現へ と誘導する活動である。そ の 経過

を表 6 に示 したが 、調査に約 7 ヶ 月か け ，そ こ か ら

大 中小区画の 3 ゾー
ンに区域分けする構想を打出

し
，大区画に対 して は挑戦的ともい える方針を 1ヶ

月で決定して い る 。これは 現状調査に平行 して
，

表 7 に示 したように農家の 要望を吸い上 げ，圃場

整備に消極的な人を小区画ゾー
ンに配置する方向

で まとめ上げた結果で ある。成立 した換地方針を

表 6 現状調査の 徹底 と換地方針の構築

（1）特殊地 調査
一1989．7．1（f 宅 地 接続地 筆個 別調書作 成

（2）基 本設 計と換地 基準の 関連検討一7、21
（3）事業計画作成

一7．28
（4）公共用 地充 当調書ま とめ

一8．7
　中間集計　118，861  　　 （134筆）

（5）宅地等 非農用地集 計一8．17
　 非農用地 設定 希望者　19人，1．3haとな る。
（6）換地設 計基準の 運用一11．21 （集ar　115戸、429 筆、30．4ha）

（η各筆評価一ILt9

（8）換地 原 案作成 作 業 日程
一12．12

（9）施工区域決定作業
一1gge．1．6

（10）従 前地 各人別 名寄帳 確認作業一1．16
（11）同上 回収、確 認一2．2
（12）従前地 区域別 仕分 け作 業一2．13
（13）大区画換地方 針（案）決定一3．7
（14）大区画換地方 針決定一3．3e
（15）施行認 可 申請一3，13
（16）通常総会一一3，18一県営 圃場 整備 事業計画

　 並び に 平成 2 年度 工事 区域 等承 認

表 7 農家の 同意の 可能性検討

（1｝公共 用 地取得 内諾一1989．9．12
（2）各農家要望事項 の検 討一12．12
  工事計画 に係 る集 落要望 事項 と換地につ い て

  道路．水路網及 び土地 利用区 域

（3）第 1 回大 区画換地 聞き取 り調 査実施一1990．2．13
（4）同上 聞き取 り結果 集約一2．27
（5）第 2 回大 区画換地聞 き取 り調査寞施＿3．16
  大区 画 換地 の 場合 の 貸 付及 び農 作 業 委託 の 有無

　  所有面積の 大区画 内換地 の 手法へ の 同意

（6）同上 聞き取 り結果集 約一3．28
  各集落別状況報告

  上 記結果 に基づ く大 区画 換地計画 の 検討

表 8 換地方針

  大区画に つ いて

i．1 区 画 2 人以下 の 耕作者 に面的集積 し，2 人割込み の 場合，
　　その 区 画は 6 ：4 　の 割合 を下限 とす る。
ii．大区 画 に お い て も 配 分 面 積 に応 じた移 動 畦 畔 とする 。
m．区 画 内の 所有 区分 は

，
境 界杭に よ る。

iv，所有そ の 他の 境界を 希望す る場合は，波板仕切 りとし

　　 畦 畔は作 らな い。
  中区 画 に っ い て は 大 区 画 に 順 ずる。
 
一

般鼠画に っ い て

　耕 作者 の 宅 地周辺、通作距離 な ど の 便益 に よる換地選定に よ

　 り，大 中区画 の集 団化の 促進 に資す。

表 8 に示す 。

（2）農家の意向の 確認

　こ れ らの 準備 を整えた上で
，
各農家 にア ン ケ

ー

ト調査をお こ な っ た e そ の 結果を表 9 に示すが
，

農地の 供給源 となる貸 し手希望は 13．7％
，様子眺

めの 人 は 23．8％ とい う状況だ っ た 。

　　　表 9 利用権に関する意向調査（第 1回）
1）

調　項 目 回　 答 実　r戸 、 割吟 露

227100
  こ鮓業 ア し ・け て も い 31 13．7
魏 イ 子 　 　 こ い 54 23．8

ウ 託 な ら い 25 11，0
工 く　 え て い ない 87 38。3
オ ．．回 30 13，2

227100
借りる う測 綬 ア 日 り る 収 は 託 22 9．7
託L表い イ 子 を　 たい 40 17．6

く　 えて い ない 1165L1
工 い回 49 2L6

　また
，大区画 ゾーン を予定 した地域 の権利者 145

人に対 して は
，貸し付け につ い て 聞き取 り調査を

行 っ た。そ の 内 77 人か ら回答があ り，貸し付けて

も良い 17人 ，将来貸し付けて も良い 5人 ，計 22人が

面的集積の 対象とな り得るの に対し，自作希望は

所有面積30a 以下の 10人を含め 55人もあ り，担い

手 へ の 面的集積 を行 うためには
，
これ らの 人の 分

離の 必要性を感 じさせた 。 こ の意向確認の 関係を

まとめて図 2 に示す。
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権利者（227戸）の 意向調査

　　　　　　　　　　（1989・2）
貸 し手 候 補 　85 戸

借 り手 候補 　62戸

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2）
大 区画 ゾーン の 従 前地 ・地権 者 145 人 の 所有 面 積 別 内訳

所有面 積別 人数 人

50a 以 上 45

40〜50a 23
30〜40a 19
30a 以 下 58

大 区画 ゾーン に 関係 す る 地権 者 （M5 人）聞 き取 り 77 人 か ら酪 （19鋤
3）

人数　人 面積 　ha 割合　％

貸 し付 けて 良い 晝7 6．0 26．0
将来貸 し付 けて 良 い 5 4．0
自作希望 55 28．5 74．0

100a 以 上 3 3、4 8．8
70〜100 8 6、6 互7．1内

　
　

訳

60〜70 7 4．6 11．9
50〜60 6 3、3 8．6
40〜50 12 5，3 13．8
30〜40 9 3．2 8．3
303 以 下 10 2．1 5．5

合計 77 38．5 100．0

方針‘1区画 2 人以内．60a ：40a 以内、に基 づ い て．大区 画ゾー
ン の 設 計へ

4．換地計画原案の策定

（1）換地計画原案策定作業

図 2　下平地区 ・現状杷握の 流れ

　現状の 把握お よび換地方針が定まる と，換地計画

原案の策定作業に入る こ とが で きる。しか し ，
こ

の 作業はそれ まで に得た情報をす べ て 盛 り込ん で

設計する作業で あるため高い 専門能力が必要 とな

る。そ の作業の流れ を表 10 に示すが 4 ヶ 月で作業

が完了してお り，作業の 流れ に中断がなか っ た こ と

　　　　　表 10 換地計画原案決定準備

（1）換地 選 定作業 日程一1990．4．6
（2）換地割 り込 み 作業一4．6〜8 月上 旬

　   換地委員会 にお い て割込 み作業を行 う

　   工 事管理委員会 に てパ イプラ イン工 法導入 の検討

　   評 価委 員会 にて 非農用地 の 位置　及 び

　　 評 価 の検 討並びに 評価差の 見直 し

（3）換地選定作業態勢 整備　4．16
　   作業班編成 （3 班編成）

　   作 業運 営規定 申 し合 わせ 事項の 決定

（4）選定 作業準備　4．19
　   従前地及び選定用 各図面 の 調整

　   選 定用個人 台帳作成

（5）選定作業準備　4．20
　   従 前地移動調書 の 作成

　   大 区 画換地 予定者調 書作成

（6）換地選定作業開始　4．27

（7）換地選定作業終了　7．Z3

（8）理事会提出原案検討　7，30
（9）理事会に よる 原案審議　8．1

− llwwma82

が判明 した 。

（2）換地計画原案を承認 させ るための 方策

　策定した換地計画原案は地権者の 承認 を得て初

め て 実行に移せ る 。こ の 承認をス ム ース に得 るた

め の活動状況 を表 11 に示すが ，総会議決方式を避

け各人呼込 みと し
，
そ の 際に 問題 となる事項 を洗

い 出 し，対応を事前に準備して いる ことがわかる 。

表 11 換地計画原案の 決定と発表方法の 決定

（1）理 事会で 最終 案を OK した。総 会議決方法は と らな か っ た。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

− 1990．8．6
（2）換地会議は、県の 助言に 従っ て 開か なか っ た。

（3）理事会．換地委員会合同会 議に よ る審議決定

（4）原案発表の 時期及び 方法決定

　   発 表の 際の 留意点 （5 点）決定

　　 ’残地 取扱 い方法　 ’小面積 1．4CO  未満 （減歩 せず に よる

　　　 増  ）の 清算．単価 3．000 円／  　
疇
不 換 地 清算 単価

　 　 龠
工 事施工 による 増減 あ りを 了解 させ る

　 　 拿畦畔帰属 は法尻で

　   発 表方法は，集落別 に各人呼込み方式説明で同意を得る。

（5）緊急換地委 員会一8．8
　  

一
部変更 を 生 じた 原案に っ い て 検討 と決定

　   換地要望として不同意が予想され る農家 へ の 対応

一− eMumWEww ＆2＝1IL −tenvMXR89812

（3）換地計画 原案策定 における大区画 ，中小 区画の

設計 につ いて

　まず小 面積耕作者を小 区画区域に換地配分 し
，
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大区画区域に は最低で も 40a の換地割 り当てが出

来る よ う条件整備した 。 そ の 結果，大区画は 61ha

設定され
，中

・小区画も 42ha
，52haとほぼ 113ずつ

の 区域 を設計する ことがで きた e

（4）担い 手農家 へ の面的集積に つ い て

　大 区画圃場 には 担 い 手農家を優先的に配i し
，

その 周辺に貸し手と見込め る農家の所有地 を換地

配分 し
，
担 い 手へ の 面的集積を目指 した。

5．換地計画原案に 対す る関係農家の 承認

（1）換地計画原案に対す る補正 申し出

　換地計画原案を提示 した後 ，補正 申し出を受け

付けたがその 数は 39 名 （権利者 259名 に対 して

15．1％）で あ っ た。こ の 補正 申し出は通常 30％以

上出 る と されて い る ので ，こ の 数字 はかな り低 い

と評価され る。そ の 理由は換地 設 計の 最終段階で

不 公平部分が出て きた時 に ，そ れに関係する 農家

に意向を打診し
， 換地 計画原案発表の前に調 整 し

たためで ある。従 っ て 39 名の補正 要望は割 り込み

方線の 修正 とい っ た換地委員レベ ル で対処で き る

ものが大半で あっ た。

（2）換地計画原案の 承認 に至る プロ セ ス

　換地計画原案を発表 した 後 ，関係農家の 承認 を

100％取るまで の プロセス を表 12に示すが
，
発表の

1 ヶ 月後に は
，
承認 を取れて い ない農家は 5 戸に 減

り大勢は固まっ た 。 これ は換地方針を提示 した段

階で
，大区画 ゾー

ン に は担い 手農家に 面的集積す

る と い う基本的了鯉を全農家がする よ うに雰囲気

を持 っ て い っ たためで ある。もう 1 つ の 理 由は
，

換地計画原案の 完成度 が高 く
，
補正 申し出に対 し

て 正 論で 説得で き たた め で ある e

　そ の後 ，
工 事着工 まで に全員同意 とい う期限

付けを行 い
，
合意 へ の切 迫感 を強める こ とによ っ

て年末まで に 1名 を除い て承認を得た 。 こ の 1 名

は住宅 を移動す る費用 の 負担をめぐっ て
， 換地計

画原案の 承認が遅れた ものである 。

6．換地 処分

　土地改良事業は平成 5 年に完了 したが
，21 世紀

型水 田モ デル事業 を申請 したこ とか ら調整の 必要

が生 じ ， 平成 9 年に換地計画原案 どお りの換地処

分を完了 した 。

表 12　換地計画原案の 発表 と同意獲得

（1）換地 計画原案 の 発表一1990，8．9〜8．12
〔2）原案発 表結果 状況把握一

＆18

　補正 申出者数 は t2集落 中 U 集落よ り 39名 申 し出あ り

（3）原案補 正 要望決定
一8，20

　  補正 事項を一
覧表 とす る作業実施

　  今 後の ス ケ ジ ュ
ー

ル 決定

（4）原 案補正 方 針 決 定
一8．22

　  理事会，換地委員会合同会議開催   該当各人別に検討

　 し，補正 する，し な い，の区 分決定

（5）補正 要望へ の 回答
一8，23

　8．23〜826 に補正 しな い人 に対す る説 明実 施

（6｝補正 要望 へ の 回答結果確認一8．27
（7）補正 内容の 決定一8．29
　  理事会、換地委員会合同会議に よ り個別 に内容を検M
　  補正作 業の 確認

（8）補正 作業一8，30
（9）換地計画原案補正最終決定　8．31
　  理事会換 地委員会 合同会議 に よ り補正結果を 確定

　  補正 後の 換地 計画原案 の 同意取 得の 分担決定

（10）換地 計画 原案同意状況確SU−−9．12
　同 意状況 ：地 権 者 数 259 名

，同意 者 数 248 名
，
同 意 率 95．7％

　未同意者数　　11名
（11）同上　9．2卜 未同 意の 状況 ：殘 り 5 名と な る．
（12）工 事着 工 と同 意状況 確認 　12．25
　  初年度 工 事着工 　  未同 意者　残 り 1 名と なる。
（13）未同意者へ の 対応一199t．1．31
　  来同意 者 1名 に対す る換地委員 会の対応 報告

　  農家分家設定位固移動決定同意完 了

（14）原案 同意 100％ − 3．7
　  未同意者 o 名 とな り，loo％ 同意達成 確認

N 面的集積 の 促進要因

　圃場整備事業推進中の 記録を時系列で 整理 し
，

面的集積 に関係す る事項を探 っ て きた．これと調

査活動の 中で 得た情報を合わせて
，横軸に土地改

良事業の時間経過 ，縦軸に 面的集積実現へ の 進展

度 を想定 して 図示 を試み た。そ れが図 3 で ある。

　 こ の 図か ら面的集積の 促進要因 を考察す る と

  1988．11〜1990．9 まで活動が集中して い る こ と 。

  調査期間 申 委員 に興奮があ っ た ，空気 とい

う表現が使われ る こ とが多か っ たが ，上記の よ う

に活動が継続 して お り
，関係者に中断を与え な い

勢があ っ たこ と。

  See−Think−Plan．D 。−Check．Assessment の管理サ

イ クルが組み込まれて い る こ と。

  特 に調査 に注 力 し
，
これ に基づ い た現実的 な計

画が策定されて い る こ と 。 例えば地域をゾーン区

分 し
，
地権者の 意向を層別 して ゾー

ン に割 当て
，希

望 に的確に対応 。

  日程計画が き ちん と立て られ
，
こ れ に遅延が な

い こ と。
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91／30 名
面的集積実現へ の 90〆121
黴 90／911 名→ 5名

（総数 259人） 90／8未同意者 39名
90／8 換地計画原案発表

90／7換 地計画原 案
90／4換地選定

90／3大区画換地方針
90／2大区画換地聞き敢 り調査

89／蓋2要望事項検討
99／lI各筆評価

89／8公共周地取得内諾
89／7現状調査

89／6 換地設 計基準原案
89／4換地委員会勉強会

88／11−89／2地元説明会
88／9先進地視察

60人 、 用 地

提供申し 出

1988，8 89／1 6 90／1 6 91／1　 3　 時期

図 3　圃場整備事業推進中の面的集積実現活動

  方針 ，計画の 決定 ，発表前 に相手側 と の 情報交換

を行い
，問題発掘 し

，事前に対処 して いる こと 。

  委員が自信をもっ て交渉相手に臨めるよ うに勉

強の 場を多 く作 っ て い る こ と。

V あ とがき

　本研究 は下 平土地改 良区の 記録 を整理 して 促

進要因の摘出を行っ た が、記録はイベ ン トを中心

にして 残 されて お り
，
そ こ で 行われた交渉の 過程

は今回の ヒア リン グで 断片的 に収録 したに留まる 。

従っ て
，今回の 促進要因分析は体制的な 要因 に偏

して い る。面的集積の促進要因を更 に追求する と

すれば，各筆に つ い て 従前地，その 時の 貸借状況 ，換

地選定作業課程で の 位置 ，補正 申立て による修正

位置等を追跡し
，各筆の位置変化に伴う了解理 由

をデータと して取 る こ と によ っ て
，面的集積に対

する促進あ る い は阻害要因 を明確に出来る と考え

る。 この位置変化の研究につ い て は著者 らは既に

硯究を行 っ て きて い る の で
4’1）

　
，下平地区 に つ い て

も面的集積の 視点か ら分析を行う計画で ある 。
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　One 　of　the　i皿 portant　objects 　in　land　replotting 　wprk8 　is　accumulation 　of 　farmlands．　This　paper　reports ぬ e

accelerating 　factors　of　Iand　consolidation 　by　tracing　up 　the　process　of　Shimodaira　Land　lmprovement　District，

Nagano　Prefecture，　whele 　got　successfUl 　accumulat 沁！10f 　far皿 1and8．　The 　acceleradng 　fac色or8　are 　i皿ten8ive

leading　by　the　promoters ，　pra 面 cal 　plan 且ing　with 　oDmplete 　hearing　and 　strict 　schedUling ．　Further　study 丘om

the 　v重ew 　point　ofcha 皿ge　offar 皿 land　poshion 　will 　be　done　i1　near 　future　by　using 　GIS．
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